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評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
判定結果

（中間）

判定結果

（最終）
今後の改善策

＜前期課程＞

 児童に委ねる学びを意識した授業
に各教員が取り組んできた。昨年度
から継続して、子どもに委ねる授業
の中で「２文８０文字」で考えをま
とめる取り組みを行う。

【成果指標】

すべての教育課程で、「２
文８０文字」の取り組みを
意識した授業改善の結果、
児童に学年相当の思考判断
表現力が身についている。

「思考判断表現」分野の平均点
が
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

国語科・算数科
単元末テストの
思考判断表現の
平均点

＜後期課程＞

生徒に委ねる学びを推進する上で、
生徒に自分の考えを様々な方法で表
現させるということに意識的に取り
組む必要がある。

【成果指標】

授業で表現方法を工夫する
場面を取り入れ、生徒自身
に様々な方法で表現するこ
とができたと実感させるこ
とができた。

授業中、自分の考えをいろいろ
な方法で表現するようにしてい
ると答えた生徒の平均が
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

生徒アンケート

＜前期課程＞

単元のねらいを意識した単元設計を
行うことができてきているが、主体
的に学ぶ児童とあまり主体的に学べ
ない児童の二極化が見られる。

【成果指標】

児童が学びたくなるような
導入、課題設定、学習内容
などを通して、児童が主体
的に学ぼうとしている。

授業では挑戦と失敗を繰り返し
ながら、問いや課題の解決に取
り組んでいると答えた児童の平
均が
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

児童アンケート
(ScTN)

＜後期課程＞

学習課題に対する自分の意見を持つ
ことができるようになった生徒が多
いが、その考えを他者に広げ、新た
な価値観にたどり着いたり、学習を
深めたりする力に課題が見られる。

【成果指標】

生徒が主役になる授業改善
や特別活動の充実により、
他者とつながり、新たな考
えに気づいたり、自分の考
えを深めたりすることがで
きる。

授業では、他の人の考えや意見
を自分の学びに生かしていると
答えた生徒が、
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

生徒アンケート
(ScTN)

＜前期課程＞

生徒指導の４つの視点を意識した見
取りや声掛けを行ってきた。協働的
な学びに価値を感じられない児童が
見られた。

【成果指標】
児童は多様な価値観を受け入
れ、認め合い、支え合ってい
る。

授業では自分が必要な時に必要
な仲間と協力しながら学んでい
るという項目の点数が
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

児童アンケート
(ScTN)

＜後期課程＞

生徒指導の４つの視点を意識した見
取りや声掛けを行ってきた。今まで
以上に授業や行事を通して、学年を
超えた交流を深め、学びの集団作り
を推進していく。

【成果指標】

生徒は学びの集団として、
対話的に学習に取り組もう
としている。

グループや班で学んでいて、メ
ンバーの関係がうまくいかなく
なっても、協力し合える方法を
自分たちなりに考えて、全員で
学習をやり遂げていると答えた
生徒が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

生徒アンケート
(ScTN)

＜前期課程＞

キャリアパスポートの活用を行事の
振り返りを中心に実施することに加
えて、自己理解や自分や友達の良い
ところ見つけをするなど自己理解の
機会を増やしている。

【成果指標】

キャリア教育の取組後の振
り返りを行うことで、児童
の自己肯定感を高めること
ができた。

自分にはよいところがあると答
えた児童の割合が
A：80％以上　　B：75％以上
C：70％以上　　D：70％未満

児童アンケート

＜後期課程＞

行事などを通して自分や周りの成長
をを見つけることができたことや各
学年で将来の生き方を考える取り組
みができたことで、自分の将来に関
心を持つ生徒が増えた。

【成果指標】

系統的な学習を通して、自
己にふさわしい将来の生き
方について考えることがで
きた。

自分の将来について考えること
ができたと答えた生徒が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

生徒アンケート

学校教育ビジョン　【学校教育目標】自ら考え行動し、多様な価値観を受け入れ、他を思いやり、共に未来を創る児童生徒の育成

〔めざす学校像〕　　　　　　　　　　　　〔めざす児童生徒像〕　　　　　　　　　　　〔めざす教師像〕
　　・子どもが通いたい学校　　　　　　　　　・考え行動し、よりよく学ぶ子　　　　　　　・信頼される教師
　　・保護者や地域が通わせたい学校　　　　　・仲間と共に成長する子　　　　　　　　　　・工夫する教師
　　・教職員の働きがいのある学校　　　　　　・思いやりと感謝の心を持つ子　　　　　　　・行動する教師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・未来を生き抜く力を持つ子　　　　　　　　・組織を大切にする教師

【重点目標】
　・自律した学びてを育てるための組織的な授業改善
　・児童生徒の人間関係を形成し、自己実現に向かう特別活動の充実
　・一人ひとりを伸ばし、誰一人取り残さない学校づくり
　・よりよい子どもを育てるための家庭、地域との連携

①教育課程・学習指導

子どもに委ねる学び
3.0実現のため、自立
した学びてになるため
のねらいを重視すると
ともに、協働的な学び
の場を設定するため
に、教科のねらいを明
確にする。

子どもを主役にした授業改善
を推進し、様々な場面で自分
の考えを発表したり、記述し
たりする力の育成を図る。

【企画部】
教務主任

自律した学びてになるための
ねらい・教科のねらいについ
て、学校研究を通して明確に
する。

【研究・学習指導部】

研究主任

②生徒指導
※いじめの未然防止

学校全体でいじめの未
然防止に努め、安全・
安心な学級づくりを行
う。

「生徒指導は授業から」を合
言葉に、子ども主体の学びの
集団をつくる。また、いじめ
を見逃さないよう、組織的な
初期対応を徹底する。

【生徒理解部】

生徒指導
主事

③キャリア教育・進路指導

９年間の成長を見据え
た前後期課程の連携を
図り、将来に向かって
希望や夢や目標をもっ
て生きる意欲や態度を
形成する。

中学生卒業をゴールに見据
え、自己のキャリア形成をは
かるためにキャリアパスポー
トでの振り返りを行う。

【研究・学習指導部】

進路指導
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④保健管理
自己調整力を働かせ、
健康な体を作ろうとす
る態度を育てる。

「元気アップ週間」の活用や
学校保健委員会への生徒の主
体的な取組で、生活習慣の改
善を進める。

【保健指導部】

養護教諭

視力低下やメディア使用時間に課題
のある児童生徒が多いため、規則正
しい生活習慣の確立をめざしてい
る。

【成果指標】

自分の目標をを立て、それ
を意識して取り組むことが
できた。

自分の生活習慣の目標を意識で
きた児童生徒が
A：80％以上　　B：70％以上
C：60％以上　　D：60％未満

元気アップカード

（実施後）

⑤安全管理
安全教育を推進し、生
徒の命を守る意識を高
める

教職員の訓練や研修を継続す
るとともに、事前学習の実施
や訓練の工夫で、児童生徒の
危機対応力も醸成する。

【総務・事務部】

教頭

訓練の工夫で、児童生徒の防災への
意識を高めるとともに、どのように
訓練中対応すべきか、教職員間の自
主的な事前協議も行われている。

【成果指標】

危機を想定した訓練や研修
で、危機対応が必要である
ことへの意識が高まった。

自分自身の危機対応能力が身に
ついたと感じる教職員が
危機対応を向上させる訓練が行
われたと感じる児童生徒が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

教職員アンケート
児童生徒アンケート

⑥特別支援教育 インクルーシブ教育の
視点で生徒の多様性を
認め、すべての生徒の
居場所を確保する。

定期的に校内特別支援委員会
を開催し、必要に応じて迅速
な対応を協議する。また、教
育支援員の配置を計画を立
て、組織的に対応にあたる。

【生徒理解部】

特別支援教育

コーディネー

ター

通常学級において、学習面や行動面
で特別な支援を必要とする児童生徒
は多いと思われる。教育相談、支援
会議や専門相談を活用し、必要な支
援につなげていくことを進めてい
る。

【成果指標】

校内特別支援委員会や研修
を通して、個に応じた支援
に生かすことができた。

委員会や研修が個に応じた支援
に生かすことができたと答えた
職員が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

教職員アンケート

⑦組織運営・業務改善
３主任の横のつながり
と前後期の縦のつなが
りを活かし、義務教育
学校の教育課程を確立
する。

学校経営会議やミーティング
デーを活かし、各主任が軸と
なった協議で教職員の共通理
解を図り、教育課程を実践す
る。

【総務・事務部】

教頭

義務教育学校開校に向けて、前期、
後期の各主任が連携して、全教職員
で教育課程の見直しを行ってきた
が、職員会議を見据えた各会の協議
内容の吟味が不十分である。

【成果指標】

義務教育学校で進める教育
課程を理解しながら、教育
実践を行うことができた。

ミーティングデー等を活用し、
アイデアを具現化させながら、
共通理解のもと教育実践できた
と答えた職員が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

教職員アンケート

⑧研修 義務教育学校としての
特徴ある教育課程を担
当教員が実施できるよ
う研修と協力体制を構
築する。

コース別や各学年の総合的な
学習の時間を指導するため、
必要とする外部人材の活用や
教員間の連携が図れるよう研
修や話し合いを充実させる。

【企画部】

教務主任
【研究・学習指導部】

総合的な学習の

時間担当

コース別や各学年の総合的な学習の
時間を円滑に進めるために、PMやCS
等と連携しながらカリキュラムの精
査を進め、関わる教師の具体的な取
り組み内容を検討している。

【満足度指標】

研修体制や話し合いの時間
が確保され、滞りなく指導
することができた。

コース別や各学年の総合的な学
習の時間について研修やミー
ティングを通して、全職員が共
通理解することができたと答え
た担当職員が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

教職員アンケート

⑨保護者，地域との連携 地域、保護者と連携
し、「地域とともにあ
る学校づくり」を進め
る。

地域の方や保護者が参加型の
学校行事や学校公開などを行
う。

【総務・事務部】

教頭

保健・給食・図書だよりを定期的に
発行するとともに、学校だよりや学
年だよりを効果的に発行により、保
護者へ学校での児童生徒の様子や取
組を伝えている。

【成果指標】

学校行事や学校公開などへ
の参加で児童や学校の様子
について感想や改善点を募
集し、次年度の行事運営に
生かすことができる。

参加型の学校行事や学校公開で
参観者から意見を募集した回数
が
A：６回以上　　B：４回以上
C：３回以上　　D：３回未満

学校行事や学校
公開での意見募
集アンケート

⑩教育環境整備
Ｃ４thの更なる活用と
ＮＡＳデータのクラウ
ドへの移行を進める。

Ｃ４ｔｈの活用を進め、入力
すべき内容はその都度入力す
るとともに、各校務分掌にお
いて、クラウドの活用を進め
る。

【企画部】
ＧＩＧＡス
クール推進
リーダー

Googleドライブのフォルダ構成を見
直し、NAS運用と変わらないGoogle
ドライブ利用の本格運用の開始とな
る。また、市学校情報セキュリティ
対策基準が改定された。

【成果指標】

Googleドライブにデータを
適切に格納し、共有機能を
活用することで円滑なデー
タの管理を行うことができ
た。

学校情報セキュリティ対策基準
も踏まえ、Googleドライブの利
用が進んでいると回答した教員
の割合が
A：90％以上　　B：80％以上
C：70％以上　　D：70％未満

教職員アンケート

学校関係者評価


